


株式会社インボディ・ジャパンはMakes life betterの理念に基づき、体成分分析装置InBodyを中心に

健康な社会づくりへの貢献を目指しているグローバル企業です。高い精度と再現性の技術力を誇る

InBodyは、世界110か国以上の医療施設や大学・企業の研究施設などで、臨床検査・臨床試験・栄養

指導・健康指導のツールとして使用されています。今まで各種ジャーナルに掲載されている、InBodyの

データを利用した数千編に上る論文が、その優秀性と活用性を客観的に裏付けています。

世界で活躍する高精度体成分分析装置の専門企業

About InBody





統計補正を使用しないBIA技術
BIA法における統計補正とは、インピーダンス・身長・体重の実測値だけでなく、特定人種や集団で表れる
体成分の傾向を、体成分を算出する公式に予め組み込むことです。統計補正が入ると、測定時に入力する年齢・
性別・人種などの情報によっても体成分が変わるため、BIAが不正確と言われてきた原因として指摘されて
きました。しかし、InBodyは統計補正を一切使用しておらず、同じ人ならどの国でどの性別・年齢を入力して
測定しても、ありのままの同じ体成分が算出されます。

更に進化した独自の測定技術
5～3000kHzの多周波数を用いて長さと断面積の異なる右腕・左腕・体幹・右脚・左脚を分けて直接測定する
DSM-BIA(Direct Segmental Multi-frequency Bioelectrical Impedance Analysis)技術。 BIA法と言っても
全て同じではありません。また、SMFIM(Simultaneous Multi-frequency Impedance Measurement)
技術は、複数周波数のインピーダンスを同時に測定でき、更に多くの情報を計測しながらも所要時間を短縮
しました。

客観的に数多く検証されている精度
体成分測定のGold Standardとして、DXA( 全身 - 部位別の筋肉量・体脂肪量 )・水中体重法 ( 除脂肪量・
体脂肪量 )・重水希釈法 (体水分量 )・臭化ナトリウム希釈法 ( 細胞外水分量 )などがあります。このような
方法と InBodyは、様々な人種の健常者・疾患者・アスリート・高齢者・小児などを対象に第三者によって
検証され、その結果が40件以上の国際論文として発表されています。また、各論文を通じては、被験者に
関係なく一貫して高い精度が確認できます。

世界各地から論文として共有される活用事例
InBodyは様々な条件で長年にかけて精度が検証されてきた結果、今は医療診断・臨床研究・治験などの様々な
分野で活用されています。また、高い信頼性を背景に得られた成果は、世界中のジャーナルに公表されて
います。学術誌や学会誌で正式発表された活用事例は、常に学術専門チームがモニタリングしており、InBody
の更なる活用に向けてのレファランスとして情報提供されます。

Big Data基盤の年齢別統計分析
世界で蓄積した1,300万件の InBody Big Dataに基づき、各項目を標準値と比較するだけでなく、主要項目の
年齢別分布も分かります。分布図では平均と標準偏差のグラフを提供しており、若年齢の平均値に対する
相対的な位置 (T-score) と、同年齢帯の平均値に対する相対的な位置 (Z-Score) も分析できます。InBody
だからこそ収集できる Big Dataを利用した結果用紙は、研究や測定結果の相談時に有効活用できます。
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InBodyに臨床公式の公開が必要ない理由
体成分を算出する臨床公式に統計補正を使用すると、公式を作った集団と体成分の傾向性が異なる症例では、その補正が誤差として働きます。
そのため、従来のBIA法を用いた研究では、信頼性の限界を明確に示す方法として、臨床公式を公開することが常識でした。しかし、InBodyはその
必要がなく、統計補正を排除した公式の開発過程も開発者 (Dr. Cha, Harvard Medical School)の論文で公開されており、臨床活用を報告した多くの
論文でレファランスとなっています。1,2

InBodyが時間をかけて体を測定する理由
新陳代謝で常に動いている体水分を安定的に測定するため、InBodyは5つの部位を6周波数の交流電流で繰り返し
測定し、合計30個のインピーダンスを計測します。細かく計測されるインピーダンスは統計補正を使用しない技術の
基となります。また、全てのインピーダンス情報は結果用紙にグラフ化されてエラーコードと一緒に提供されるので、
測定結果の信頼性を測定直後は勿論、後からでも確認することができます。

InBodyが精度98％など特定数値を強調しない理由
技術開発の段階で特定集団でとても高い精度が確認されたからと言って、それが全ての症例に対して適用されるわけ
ではありません。精度は測定条件によって変わり、特に統計補正が入る場合、試験群によって補正値が誤差になることも
あります。InBodyは会社主導の精度検証の結果よりも、第三者によって客観的に試験が行われ、更に厳しい審査を
通過して論文として発表された結果を、本当の精度として提示します。

InBodyが圧倒的な数の研究報告を誇る理由
専門家向けの体成分分析に InBodyが採択される理由は、技術的な優位性だけでありません。当社はBIA技術開発を
先導する企業として、何より研究者の方々に対する研究支援を優先として考えます。また、InBodyを用いた小さな研究
報告も見逃さずにレファランスとして管理し、学会・勉強会・共同研究など様々な形で最新の情報を発信します。ホーム
ページの専用窓口からは、全てのご質問・ご依頼に迅速に対応します。

InBodyの標準値がグローバル共通である理由
欧米人は日本人より体格が大きいですが、それは平均身長が高いためで、同じ身長同士なら両者における理想的な体重や体成分に変わりはありません。
InBodyの標準範囲は、特定の国や人種における平均値でなく、体成分学の観点から標準体重で持つべき各成分の理想的な割合のため、国と人種に
関係なく同身長・同性別では同じ標準範囲が提示されます。※カスタマイズ装置を除く

活用事例に関する資料はこちら

原理・精度に関する資料はこちら

測定技術の紹介はYouTubeで
見ることができます


















